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I 本研究の意義
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吾固においては明治維新以後，急激な西欧の文物の移行にともなって，国民の生活綴式は激変して
きた。日常生活をめぐる生活物資も，その様相を大巾にかえてきた。それまで老夫婦-から息子夫婦HC
息子夫婦から孫夫婦にと何の抵抗もなく伝承されてきた生活に関する伝統的な知識は，その権威を失
ってきたのである。それに加えるに，第2次世界大戦における吾国の敗戦，米国占領軍の駐留という
事態は政治の改革をともなって，国民の生活tζ対する思潮lを板本的に更新してきたのである。すなわ
ち経済企画庁の「国民生活白容Jがζζ数年来指摘してきた「生活の近代化J， r生活の洋風化Jと
いうのも乙のあらわれの一部であろう。
しかし乙のような生活環境の変動は，単に政体の革新のみが原動力になったのではない。そ乙iζは
歴史的必然というべき，生活の民主化ないし社会化と呼ばれる要因と，自然科学の飛識的な進歩によ
る消費物資の変化という 2本の普遍的な要因がある乙とを見逃せない。したがって政体の変らなかっ
た西欧諸国においても，程度の差はあっても，社会的 ・物質的両面において生活環境は変動してきた
のである。なお乙の変動は，自然科学の進歩に象徴されるように加速度的であり，ダイナミックなも
のであるζとに留意したい。
上述のように社会的な変動は吾々の日常生活l乙種々の矛盾関係をもちこむ乙とになる。乙れに応答
して大多数の国民の生活をまもり，現在の時点より将来にむかつての生活の秩序を体系づけてゆく学
問が生活学である。かつて生活学は一個の家庭内の管理を目的とする家政学の一分科，または生活の
現象函を解訴する生活権造学(1)として解釈されてきた。現在の時点では，家政学がはるか昔のギリ
シャ時代の oIKoνoμiα (家庭規範)より，Hand Craft (家庭手芸)一→HomeHold Arts (家恨技
術〉ー→ DomesticScience (家事科学)ー→ HomeEconomics (家政学)と進歩してきた延長上
にたって山，生活学TheScience of Living(31 ，こ昇率させる乙とに社会的な存在意義がかかって
いるといって過言ではなかろう。すなわち生活学の体系の中にはi!'j白科学と称すべき，主として消費
物資と述らなる食物学 ・被服学 ・住居学等の個別科学と，生活福祉学と称、すべき， 主として生活者と
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その集団に連らなる社会福祉学・児童学等の個別科学とが含まれる。 乙れらが生活学という総称科学
のもとに統括されるのが望ましいのは，いづれも生活者の立場をふまえた学問体系である乙と，した
がって生活の綜合的な局面において，あるいは個々の分野の境界領域において，綜合研究や共同研究
が実施される乙とが必要であるからである。なお家政学(=家庭管理学〉は従来のように総称科学と
して位置づけるのではなく ，独立した個別科学として生活学の一分科をなすものと考えるべきである
(ζれは短期大学の段階，あるいは教育学部系の大学におかれることがあっても研究科段階では戎立
しにくい)。以上の関係を下に示す。
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本研究を上述の生活学的体系に属するものとして理解されれば，以下にのベる本研究の本質的な意
義は容易に了解されるであろう。すなわち住宅の台所に関する問題を対象として具体的に説明すれば
家庭κおりる調理法および調理材料，またそれ等と関連して調理に用いられる機械・器具・設備，あ
るいは給食に用いられる食器等が，明治以来大きく変動してきた乙とは説明するまでもない。特に前
にものベたように，その変動が滋しくなったのは第2次大戦以後である。乙の調理等がお乙なわれる
場，あるいは空間を研究の対象とし，現時点より将来につながる適正な台所を設計するためには，往
生活の一部としての家庭弱震の現状を解析し，そのあり方を明らかにする乙とが必要である。
一方，吾国における住宅問題は第2次大戦を境として，ー居'激しく顕在化してきた{ω。 現下の定
常化してきた住宅難を打開するためには土地問題の処理，住宅に対する財政投融資等の国全体の産業
・経済構造にも関係する社会政策の革新と，それを支える国民世論の盛り上がりがなければならな
い。他方技術面では，技術革新が遅れている建設産業の近代化を推進せねばならないが，その重要銀
磁の一つは建築生産の工業化 Industrializationであり叩，工業化を推進するためには建築に関し
ての規格化 Standardizationとプレファプ化 Pre-fablicatingとが基礎的な問題となるのである。
以上より本研究は，台所の標準化を計るための生活学的探究が，単に個別の住宅の台所設計計画の資
料として役立つばかりでなく，住宅の工業生産化，引いては住宅の公的大量生産の基礎的計画資料と
なるであろう乙とに，社会的な積極的意義をもつことを明らかにした。
E 本研究の経過
本教室における本論文に関連した研究は， 1950年度より2年継続した大阪市内南方住宅団地の綜合
調査(担当 :故伊藤正文教授，主査:上林〉に始まっている (6)。 また当時すでに農村における生活
( 2 ) 
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調査に，故森光繁夫講師は階層別に農家の生活実態をとらえるべきととを主張し，階層分類の指標の
ーとして所有識味料の品目数を採用していた(7>。 以後約10年聞に幾多の往生活の調査研究が，農村
・漁村・都市 ・都市郊外の住宅にお乙なわれてきたが，その内で台所に関して徹底的な調査をお乙な
ったのは，1954年度の大阪市住宅協会法円坂住宅団地における綜合調査研究においてであるゆ》。 乙
の調査研究では，台所lζ関する部分をフ Jレ・レポートとして発表しなかったので本論文に結論的な成
果について再録する。1955年，日本住宅公団は Modular-Coordinationの研究の一部として， 台所
キャビネットの標準設計について浜口ミ ホ，新圧晃氏等に研究を依托したゆ}。 研究の成果を公団側
は採用し，流し中心の小型キャビネットを公団規格型として採用した。公団は乙れを全国の公団住宅
に採用させる乙とを方針としたが，従来もう少し大型で，調理台中心の台所キャピネットを採用して
いた大阪支所は，その方針に対して疑義をもち内部的に抵抗を試みていた。
元米吾国の先進地帯であった近畿地方は住居水準について幾分かは関東より高い伝統をもっている
ものと思われる。そのような住居学的検討を経ていない研究成果を採用した，中央集権的な一方的押
しつけの新型台所規絡キャビネットに対して，関西の学者一一京都大学建築学教室西山研究室，本学
住居学教室上林等一ーは機会ある毎lζ反対を主張してきたのである。
その根拠は吾々の調査研究において，吾国においては新しい住宅形式であるアパ トーの台所が如何
に混乱しているかを現実の問題としてつかんでいたからである。その後1957年，住宅公団は武保女史
に前記規格キャビネットの使い勝手について研究を依托し，ある種の調理過程において流し中心のキ
ャピネットは何ら調理台中心のものに劣らない使い勝手を示すことを発表した【10>。しかしながら，
一種の調理作業の動作分析よりキャビネットの優劣を論じるのは，住生活全体よりの台所のあり方を
考-えるj呂合，正鵠をえ』たものではない。極端にいえば，家事労働の本質を見誤ったものといえるかも
知れない。続いて1959年には公団は東京大学建築学教室吉武研究室に 「公団住宅台所にi却する調査研
究」を依托し，本学からは宮沢努久子元助手が参加した。同年度，関西においても本住居学教室野々
村五四男助教授が研究依托をうけ， r集合住宅における台所の研究Jとして研究の成果を発表してい
るは1>。乙れらの研究はいづれも公団規絡型台所キャビネットiζ対して否定的であり，公団住宅の台
所について新設計基準を考慮すべき ζ と，また多様な規格型台所キャビネットを採るべきことを薦め
ている。
前記野々村・著者(下河内)等の論文では台所において通常用いられる物品を，(1)食品，(2)調味料
(3)食器，(4)計量用具，(5)加熱用調理器具，(6)調理器具，(7)貯蔵用器具，(8)その他の器具に分類し，(3) 
~(8)について調査住戸の所有種類とそれらの所有価数分布， 所有個数平均値， 住戸数当り の所有率，
それらの主たる収納場所について集計を行った。次いで市場iζ出ている器具等の寸法より類推して，
食器 ・調理器具等の収納容積の算定を一応試みた。
また台所各種作業台について， rまな板を使う場所J，r切った材料の置場J，r材料をあえる，
乙ねる場所J，rナぺ蓋の一時的置場J，rナベの一時的置場J，rあげものをする場所J，r炊飯
器の使用場所J，r配膳する場所J，r食後4ζ集めた食掠の置場J，r!.l<.切カゴのi置場」等をアンケ
ートによって求め，作業台中調理台が使用頻度が高く ，かつ多目的に使用されている実態を明らかに
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した。しかし乙れらの研究では台所で使用される品目について所有はしらべられていても使用状態は
調査されていない。またそれらの寸法についても現場で測定されていないため，所有の標準および収
納空間の基準を決定するのには資料に不足をきたしている。一方台所作業台についても，都分的な作
業についての場的な資料はえられたが，全体の調理作業についての分析がなされていないので，各種
作業台について適正な面積を追求する乙とはできなかったのである。
以上のような研究の積み重ねと反省によって，吾々は先づ生活調査によって食器 ・調理器具等の所
有状態と使用状態とをしらベ，使用品目の購入状態と寸法の分布状態から，国民の中間階屈に対るす
標準食器 ・調理器具等を仮定した。次いで仮定した器具類を使用して別に設定した一般的献立17種類
について調理の動作分析をお乙ない，適正な調理合面積を求め，レンヂおよび流しの必要規模等を考
察した。乙れらの実験と，別に依頼したモニターに仮定した標準食器 ・調理器具等のみを使用しても
らった結果の報告とによって，それらに改訂を加えた。次いで台所作業台の適正高さを求める実験的
研究をお乙ない，適正高さを人体寸法より一応決定した。以上の結果より綜合して標準食器 ・調理器
具等の収納法および収納空間を追求した。
更に日本標準規絡となった，2系列の Module標準数を採用して様準食器 ・調理器具等の寸法を
更正し，その収納空聞を更正する作業をお乙なっている。一方別に所有食器 ・調理器具等の住戸別変
化を支配する法則性のうち，現在来分析になっている要素について解析の手掛りを求め，若干の研究
成果をえてきた。
乙の間，下iζ示すように吾々は多くの研究報告をなしてきたが，その大部分は鞭概または口頭発表
であった。発表してきた2学会の会員の一部より学会誌または学会論文報告集にフル・レポートとし
て発表せよという希望もあり，また別に資料を教室宛請求される研究者もある。本研究は未だ完成し
た訳ではなく，幾多の未解決の問題をかかえている。しかし乙の際乙れらの研究の内容を簡単に記述
し，えられた資料を発表することは，吾々自身の研究のはげましにもなり，かつ幾分かは乙の分野の
研究に資すると乙ろがあろうと期待する次第である。以下本教室において本論文に関連した多くの研
究のうち，研究報告をお乙なった分について列記する。
本教室文献
①榎村信子 :家具什器の所有状態について，阪市大家政学部紀要 Vo1.1， No. 2， 1953. 3。
②上林，林，牛田 :公営アパートの台所について，第5回住宅問題研究会殿!概集，日本住宅協会，
1955. 5。
① 野々村，下河内，藤森:集合住宅における台所の研究一一特に収納について一一，阪市大家政学
部紀要 Vo1.8， 1960。
① 野々村，下河内 :全上一一特に作業台について，全上Vo1.9， 1961。
① 上林，下河内，小山:食器 ・調理器具の所有状態と使用状態(その 1，食然について)，日本家
政学会関西支部研究発表会，1962. 50 
@ 上林，下河内，小山 ;全上(その2，調理2器具について)，企上第14回総会，1962.10伶
① 下河内信子 :食器調査報告(その 1)，全上関西支部研究報告会，1952.11。
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① 下河内信子全上(その2).全上.1963. 5。
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① 上林，下河内，小山:都市職員屈における食器 ・調理器具の標準化について，全上第四回総会，
1963.10。
⑮上林，下河内，小山 :食器 ・調理器具の所有状態の法則性について，以下全上。
@上林，下河内 :都市職員屈における台所収納空間の桜準化， 日本建築学会論文報告集 No.89.
1964. 10。
⑫上林，下河内，小山 :台所作業台の適正寸法について(その 1).日本家政学会関西支部研究発
表会.1964. 5。
⑬ 上林，下河内，小山 :全上(その 2).全上第16回総会.1964. 8。
@上林博雄 :台所作業台の適正高さについて(その 1一一問題点).全上関西支部研究発表会，
1965.5。
⑮ 上t.嵯峨山，小山:生活機器のモデューJレ的考察(その1一一生活段器と住宅とのモデューJレ
の関連性について).以下全上。
⑬ 上林，嵯峨山，小山 :全上(その2一一食器，調理器具のモデューJレ寸法について).以下全上。
⑪ 上林博雄 :立位作業台の適正高さを求めるこ，三の実験について，日本建築学会近織支郎論文報
告集.1966. 4。
⑬ 上林，北浦，前原 :住生活 ・住宅の型展開(その 1， その2.その3)• 日本家政学会関西支部
研究発表会.1966. 5。
⑮上林，北fm.前原 :全上(その4.その5).企上第18回総会.1966.10。
@ 上林，北浦 :二つのモヂウ Jレ系の干渉，日本建築学会論文報告集号外.1966.10。
@ 上林，北在日，前原 :住居観の検討，以下全上。
(上記論文中.si村信子は下河内信子一一元本学助手，林正l昭は故人で元本学助手，牛回安久子は宮沢ヂ久子
一一元本学助手，小山幸子は舟橋幸子一一本学部研究生，舷'峨山かlまるは北浦かiまる一一本学助手，前原民子
は本学音E研究生である。)
本 論
法円板住宅綜合調査よりのアパート台所に関する知見
本調査は1954年度のもので，そのうち台所に閲しては本教室文献②で発表した。調査の概要は協会
住宅5種類(独立台所 ・風呂付 ・8帖 ・4.5帖，独立台所 ・6帖 ・3帖，独立台所 ・6帖 ・4.5帖 ・3
帖， リビングキッチン ・6帖 ・4.5帖 ・風巴一一テラス ・ハウス，独立台所・風E付 ・6帖 ・4.5帖・
3帖〉合計約 1∞戸を調査対象としたもので，正確をWJすためにすべて立入り即物調査をしたもので
ある(そのため1住戸の調査に2人の調査員が半日を要した)。台所iζ関して調査した項目は，食器
・調理器具 ・家具等の所有量， 棚の増設 ・台所の管理程度， 台所設備に関する主婦の主観等であっ
Tこ。
本調査によってえられた重要な知見は，先づ予備調査によって明確になった乙とであるが，食器 ・
( 5 ) 
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調理器具等の所有についての調査では留置き記入依頼調査法の信頼度は相当低いという ことである。
乙れは調査に労力を要するもの程，調査対象住戸の主婦の熱心な協力をえられにくくなるという一般
的な道理によるであろう。また台所設備等についての主婦の主観調査の結果は，主婦の住居経歴に左
宕される乙とが多く ，客観的な資料になり難い乙とである。特に調理台の主観的好適高さは，主婦の
使い恩1れによって平素使っている作業台の高さになり，信用できない乙とが明らかになった(本調査
の対象住戸の調理台の高さは最低740から810阻までの種類があった)。
食器 ・調理器具の所有量(所有種類と偶数)と住戸のもつ条件との聞に次の法則性がある乙とを明
らかにしTこ。
a. 食器 ・調理器具の所有量は家族数と相関しない :ー乙の乙とは戦時中の庶民住宅の調査研究
の資料にもとづいて箸らわされた平山富博士の著書に疑いをもちつつのべられている【12)。吾々等
が発表してから後，日本大学の市川清志氏も同級の乙とをのべE13》，本教室文献(5)，@，①，①等
においても確認をお乙なった。
b. 食器 ・調理器具の所有量は収入と殆んど相関しない :ー一都市のホワイ ト・カラ一層というよ
うな中間階層を対象にすると，1住戸がもっ所有量は収入とも殆んど相関しない。 乙れも以後の調
査研究で確認している。
c. 食器 ・調理器具の所有量は職業と殆んど相関しない :一一所調公団階厨を対象にすれば，管理
職 ・一般職員 ・公務員 ・教員 ・医者 ・商庖主等の戦業と，これらの所有量には相関性がない。なお
以後の調査研究より観察すると大会社の役員等の場合では所有量が大になっている傾向がある。
d. 食器 ・調理器具の所有量は世手誌の年代と少しく相関する :一一新婚の世帯では所有量は当然小
であり，以後数年で一定のレベルiζ達する。世帯主の年令が50才頃より所有量は閤与品のため少し
く増大し，以後10年を経ずして一定のレベルに復帰する傾向がある。とれは子女の新世帯iζ分散す
るためと考えられる。すなわち新婚時以外は所有量はコンスタントと考えて大過がない。
e. 食器 ・調理器具の所有量は台所面積および収納空間と相関する :一一調査の結果，5種類の台
所規模と造付け収納空聞に完全に対応して所有がなされている乙とがわかった。乙れは以後の調査
でアパートの台所と一戸建持家住宅の台所の場合を比較しでも明瞭にあらわれている。
f. 食器 ・調理器具の所有量は居住者の特性lζ支配される :一居住者のもつ条件が前述の各項目
において殆んど同じであっても， 所有量には非常な変化がある。 これは居住者のもつ特性によるも
のと考えられるが，未だ充分な分析がなされていない。 乙の末分析袋紫については後章で若干の解
析を試みるであろう。
1 食器・翼理器具等の所有状態と使用状態
1. 調査の概要
食器 ・調理器具等の使用状態を調査するためには被験住戸の主婦に調査の意義の理解があり，かっ
it!極的な協力がえられねばならない。そ乙で先づ調査対象住戸を戸別訪門し，それらの所有状態につ
いて間取り調査を綿密におζなった。次いで食器 ・調理器具等につき実測をお乙ない，平面図および
( 6 ) 
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展開図I乙ぷ入して作関した。使用状態の調査に備えて予備調査をお乙ない，主婦白体が使用した食苦
-調理器只等の"己入がしやすいようK謂fE:Eを作製した。所有状態を調査した{主戸より主射をわずら
わせて説明会を聞き，使用状態の調査に協力してもらえる対象だけを遺んだ。使用状態の調査は夏季
一戸建住宅12:戸で
ある。家族は4人が肢も件数が多く ，2人から 6人に及び，主婦の年令は30代が最も多く ，却代から
業は技術者，教師，医者等の専問股が6件，勤め人が19件，偲人経営者ーが2件
で，都市ホワイト ・カラ一回を代表している。調査対象が少ないきらいがあるが，調査の性質上やむ
うちアパ トー 17戸，と中間季lζ各1週間づっ記録を依託した。調査住戸は27戸で，
50代iζ及んでいる。
をえないものと考える。
食鶴の所有状態と使用状態
食器を 135種lζ分類し，それぞれの品目について1戸当りの平均所有数とその品目をもっ住戸の全
住戸に対する釈を所有率として調べた。また同品目の寸法分布を求め政大類度のものを求めた(記述
を省略)。電鉄経営の高級建売住宅である登美ケ丘住宅における資料 (l~l と公団アパートの資料(本
教室文献①〉との所有状態を比較すると，本論文の場合は小物まで諜絢lζとれているので精粗の月IJは
あっても，主要食器においては大した異差はない(比較資料の把献を省く)。
所有事，平均所有数，使用率，平均使用回数，購入事について各品目別iζ示す。和食器については
? ? ? ? ? ??
?
??
? ? ? ? ?
???
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第 l表』ζ，洋食器については第2表に，ガラス食器等については第3表に示す。乙こに使用率という
のは1週間の朝食 ・夕食において1度でも使用した住戸数の所有住戸数に対する比である。また平均
使用回数というのは1週間の各住戸における使用回数を全往戸数で除したものである。なお客考のた
めに附記した購入率は全所有数に対する購入した所有数を示している。またζ 乙でいう使用率と平均
コーヒー受1m
ナイフl食
スプーン}事
フォーク|用
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フJレー ツ ・
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五ラスチ 74崩有率喜有個~I 使用率 12用個21 賎入率 11 lijf$;古一 町 一一耳「 渇l所村中1所有個数:~ffl中使用個数| 麟入率
% 偶 956 3 個5 % % 5倒.0 % 倒 9ぢ皿 類 一 3i: 鉢 一
大 Jm 4.2 一 一 ー ふたもの 一 50 9 
r:fl Jm 一 7.8 一 コ "/プ 100 4 
血 6.6 盛かど 2.2 
特小 m 一 一 オードプル 1.3 一
ランチ皿 2.0 一 エッグ 1.5 スタンド
鉢 類 50 2 一 飯 碗 一 2.0 一
盛鉢(Jil) 一 1.6 一 一 一 薬味入れ 1.0 
中 鉢 一 4.0 一
ウイスキー
グラス 一 2.0 
鉢 一 5.0 一 一 寸
使用回数は夏季と中間季で使用頻度が異るガラス食怒等があるので，一応各季節による数値を平均し
たものを示した。
第4表 主要な飼珪器具の所有状態と使用状態
________1 所有率 l:r有期佼用寧 |主周囲~II--一一---1 所有率 |語有妥|使用率 lZ用回妥.--
両 手 ナ " 
I∞ % 4.2 98 うらどし 4% 1 1.1 25 
片 手 ナ ，、』 1∞ 3.6 1∞ 11. どみ入れ 41 1.0 一
フラ イ r~ ン 100 1.8 96 5. ガ「ス管予備 41 1.1 一
ヤ カ ン 100 2.6 100 11. 電気 ;r. γ ト 41 1.2 14 
ザ Jレ 1∞ 4.5 1∞ 9. 天 ぷ らナベ 37 1.0 70 1.U 
;f. 一 Jレ 1∞ 3.9 96 9.4 ノマンケ ース 37 1.0 
て7 ナ 板 1∞ 1.~ 100 ー ポ ツ ト (2) 33 1.2 69 2.8 
盆 1∞ 5.9 一 一 飯炊きナ ベ 30 1.0 一
トースター 96 1.0 82 4.5 b、 り ナ "" 22 1.1 17 
す り 鉢 96 1.2 50 1.8 釜 22 1.5 
自動炊飯器 89 1.0 100 8.2 ホット プレート 19 1.0 30 
洗 し、 桶 89 1.2 一 リ川 ヤ 一 19 1.0 。
洗 b、 台、 ど 89 1.2 一 鉄 板 19 1.0 38 1.5 
コーナ一周どみ入 89 1.0 一 ナ ベ 燐用 ナ ベ 19 2.2 。
つげ物たる 85 1.0 一 一 タ イ '7 一 19 1.0 。
ス キ ナ
"‘ 
78 1. 26 1.3 ジュ ー サ ー 15 1.0 13 2.0 
土 ナ ，、- 78 1. 2:! 1. ~ gp 器 15 1.0 5c 4.0 
中 撃 ナ " 74 1. 65 2.6 鉄 ナ "・ 15 1.0 
。
ノ、 カ 70 1.0 47 一 ホ ー コ ー ナベ 15 1.0 。
ム シ 器 70 1.2 58 1.7 の し 板 11 1.3 。
タマゴ焼き 70 1.2 78 2.5 ジンギスカンナベ 11 1.0 33 1.0 
魚 あ み 67 1.0 50 1.8 鉄 ピ ン 7 1.0 。
も ち あ み 67 1.0 g 1.3 セ イ ロ 7 1.0 。
粉 ふ る い 63 1.3 28 プラスチック 7 1.0 50 つけもの~
テーフルコンロ 63 1.1 40 2.0 ゆ き ひ り 7 1.0 25 
;J! ‘';1 ト (1) 59 1.5 30 9.7 た乙焼鉄板 7 1.0 。
'‘t ';1 ト 56 2.7 86 3.0 あら れ いり 4 1.0 。
、 キ サ ー 48 1.0 幻 1.2 義 経 ナ r、. 4 1.0 。
す し お け 48 1.0 17 電気 ナ ~ 4 1.0 。
魚 燐 き 器 44 1.1 50 1. 31 
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3. 調理器具の所有状態と使用状態
調理器具59種，小物調理器具48種の計 107種目の調理器具について1戸当り平均所有数と所有率を
調べ，前項と同様に各品目別Iζ中心寸法を求めた(記述を省略)。また前項と同様に前記他資料と所
有率を比較すると， 主要な調理器具では住宅形式の違いによる差が少しみられるが，特iと小物調理器
具では他資料は半数以下の品目数の採集しかおこなっていないので，比較にならない(比較資料を省
く)。
第4表}ζ主要な調理器具について所有率，平均所有数，使用率，平均使用回数を示し，第5表lζ小
物調理器具について同様の項目を示す。ただし所有率，使用率の定義は前項と同じであり，季節によ
る違いも前項と同様な操作によって平均した。
第5表 小物調理器具の所有状態と使用状態
ナ---------，所有率露有司使牌雇用回妥1---'所有率 !言有 語 使用率医用田富
タマ ジャクシ 10第0 3 100 皮 ム キ 44 1.0 38 
フライ返し 100 、句 100 ト イ シ 4 1.3 
し や も じ 100 3.1 100 一 フ イ ス 型 44 1.1 1C 
ほうちょう 100 3.1 100 一 ノ、 ケ 41 1.0 。
さ い 1;( し 1∞ 3 1∞ ノ シ 棒 37 1.0 。
バタ ー 入れ 1∞ 2.0 金 ぐ し 37 1.0 17 
タ ワ ソ 1∞ 2.4 一 な み き り 37. 1.0 。 一
お ろ し 金 96 u 74 す し 型 u 1 
2長 ζ し 96 2.4 56 一 チ ー ズ切り 1.0 11 
れ ん ぎ 96 u 44 一 マッシュ器 1.0 
あわだて器 92 1.6 38 一 調理用ヘ ラ 1.0 一
弁 当 箱 92 4. 一 ー氷 わ り 1.0 
ス タ. レ 85 1.0 E 一 液体温度計 19 1.2 
計量カップ 85 2. ~ 8i ー おにぎり型 15 1.3 
菜 子用 具 78 3.0 35 玉子分自E器 15 1.0 
計量スプーン 74 1.4 7~ うどんあげざる 15 1.0 。
ぴ ん がt い 74 1.5 。 ーチーズおろし 15 1.0 13 一
か う おかき 70 1.0 48 万能乙し器 11 1.0 60 一
だしあげあみ 67 1.1 85 一 7)< か き 11 1.0 。
玉子 切 り 67 1. 3 一 竹 ぐ し 11 1.0 。
じ よ つ ど 67 1.1 15 ーし ん抜 さふ 11 1.0 17 
コ- ム ，、A フ 63 1.2 40 一 いちどべたとり u 。
あなあきおたま 59 
， 
1.6 74 7 1. 
o: i ト ン グ大 根 つ き 48 1.1 。 ーくるみわり 7 1.0; 
4. 調味料，香辛料，縫物等の所有状態
調味料，香辛料，乾物等の貯蔵食品についての調査は，その困難さのために殆んどおζなわれてい
ない。従って比較資料も乏しいが，台所の設計および収納位置 ・空間の設定に重要な資料となるもの
である。 ζれらの使用状態までを調べることは調査の技術的困難のためお乙なわなかったので，所有
状態のみを示す。また寸法lζ関する記述を省く 。
( 10 ) 
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第6表 J:iいおき食品の使用状態
抑制ZZZ
米 ぴ つ 1.0 
野 菜入 れ 1.1 
2長 缶 4.0 
t ピ ン 3.0 
5 メ日ぉ、 ピ ン 2.2 
泊 カ /' 2.8 
古 油 カ ン 1.0 
砂糖(貯蔵用) 1.1 
塩 ( " ) 1.0 
常 備 食 ロロ 2.1 
第6表に買いおき食品等の容器について所有率と 1戸当り所
有個数を示す。ただし茶缶には紅茶，コーヒ等を含まず，常備
食品には梅干，梅酒，ラッキヨ，つけもの等が含まれている。
第7表に調味料の所有率を示し，第8表に香辛料の所有率，第
9表』ζ乾物の所有率を示す。
E 台所作業台の適正面積規模
1. 実験の糠要
本実験は台所の収納空聞にも直接関係する台所各作業台の面
積規模を求める乙と， また前主主の所有状態および使用状態より
'lJ7表 調味 料の所有事
三一一一一一|所有率1-一 一一一一一一|所有率「一一一一一」 所有率
塩 100 気5 ケ チ ヤ 、'J プ 100 96 ポ ン 酢
4 96
砂 と つ 1ω てF ヨ 不 一 ズ 1∞ シ ロ 'J プ 4 
し よ つ ゆ 1∞ ス 一プの祭 62 ハチミツ〈黒ミツ) 'lJ 
味 の 索 類 100 ?と し の * 38 ベーキングパウダー 50 ソ ス 1∞ チ ャーハンのm 8 食 紅 ロ
第8表 呑辛料の所有率
竺一一一一一J所有率 「 一一一一一J所有率 1-一一一一一J間半
乙 し よ つ 1% ∞ ナ ツ メ ツ グ ~ グ ロ 一 プ ス ! 
カ レ 一 粉 96 八 角 4立 23 セ 一 ジ 4 
カ フ ジ 88 タ カ のつ め 15 ノf プ カ 4 
ワ サ ピ 73 オ ー ル スパイス 12 ブ イ ヨ ン '4 
七 味 62 オ ユノ オ 8 チ ヨ 一 :; 4 
ガ 一 ツ ク 62 クリ ームターター 8 シ ナ 香料 4 
庇が り し粉 .50 セ ロ 一 4 エ ツ セ ン ス 69 
粉 チ 一 ズ 42 タ イ ム 4 シ ナ モ ン 切
ロ 一 よ巴 38 ノマ セ 4 チョ コレ ー ト 23 
さ ん し よ 31 メ 一 ス 4 ジ ン ジ ヤ 一- 15 
明放になってきた必要食器 ・調理容具等の再検討をお乙なう乙とを目的として計画した。
実験方法は MotionStudy と同手法をとったが，本論の場合は人の動作が問題になるのでなく，
調理作業における材料および調理313具の動きを時間的に記録すれば足りる。ただ調理作業の最も合理
的な進め方を予め検討し，作業者と打合わせをお乙なわなければならない処に困難があった。 すーでに
奈良女子大学の北村君氏等が一品の調理作業について，半無限大の作業函を用いて調理署E具が占める
( 11 ) 
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第9表 乾物の所有率
一 一 一一一 J 所有率「一一一一 J所有率1-一一一 一 J 所有率
し L、 た け 96 分5 ゼ フ イ ス 56 38 し ら fこ ま 粉 31 96 
ζ ん ぷ 92 か ん て ん 23 ぐ ず 粉 19 
けず り ぷ し 80 .， メ (3) 19 ま め 粉 19 
ふ 80 千 物くさか な〉 23 わ り ぴ 粉 4 
の り 73 き く り げ 8 -マ カ ロ ー 73 
乙 うやどうふ 73 ゆ ば 8 スノマゲッティ 65 
l乙 lま し 69 干 え ぴ 8 う どん、 そ I 42. 
わー か め 62 ひ じ き 4 ソー メン、ピ{フン 38 
春 雨 62 コ プ 竺ヨF キ 8 * の 実 34 ゴ マ 56 め り けん粉 88 ホッ トケ ー キ粉 15 
.マ メ (1) 46 ，</ ン 粉 77 ポ ア ト 19 
マ メ (2) 42 カ= た く り 77 
かんび よ つ 38 コ ン ス ター チ 38 
面積を求めていられる(15)。乙の実験条件が実際lζ即さないと考えられるのと，単品調理と所調献立
とでは当然実験結果が異るものと考えられるので，本実験では作業台の奥行はJIS規格550とし，作
業台函の使用の状態を使用巾でとるととにした。なお調理台の使用巾は調理過程において最大になり
食事の後片づけ過程では大きくならないので，後片づけ作業については動作実験を省略した。
なお使用した実験用作業台はステンレス張りの巾 6∞， お0，おo.の調理台，1， (削mの流し台，
6∞酬のコンロ合等である。また実験用調理棚は巾1，750.a，奥行3∞.a，高さ2，(問。mで印刷毎lζ棚板
を調節しうるようになっている。作業台等を第1図iζ，棚、を第2図に示す。
2. 献立の選定
第1図 実 験 1ζ用い た作:業台
実験に採用する献立は
直接実験結果に影響する
ので一般的なものでなけ
ればならない。しかし理
論的iζ普遍妥当なものを
選ぶ乙とはできない乙と
第2図 実験tζ用いた籾
も明確である。そ乙で一般家庭のために記載された献立例を
次記の文献より求めた。
・月刊雑誌 :食生活，国民栄養協会，1963年度。
・月刊雑誌 :栄養と料理，女子栄養短大， 1962~ 3年度。
.婦人の友社編 :主婦日記附表，1961~ 3年度
.朝日新聞家庭欄掲載「献立表J1963年度
( 12 ) 
舟橋 ・前原 ・北浦・下河内 ・上林 :台所標準化iと関する基ー 礎的研究 - 51-
第10表
主菜 潟理法|
煮物
代表的献立
内容
(1) 煮魚+どま酢和え+清汁
(2) いか，野菜煮付+辛子和え+みそ汁
(3) 親子井+おろし和え+清汁
o (4) ロールキャベツ+7・yシュ+ソテー
O(5) カレーライス+野菜サラダ
(6) 魚糧焼き+なます+みそ汁
(7) 魚ムニエル+ソテー+清汁
焼 物 I 0 (8) ハンバーグ+サラダ+ソテー
f易
?#. 
o (9) グラタン+サラダ+スープ
o (1申オムレツ+野菜サラダ+スープ
ω 天ぷら+ぬfこ
物 | 白書 カツレツ+粉ふき芋+サラダ
o O~ コロッケ+生野菜+スープ
物 I 0 0.0 :J実践むし+芋甘煮+おひたし
妙物
鍋物
OS八宝菜+酢物
0$すき焼き
そのイ也
間 炊きとみ飯+清汁
帥 煮ζみうどん+おひたし
01 スパゲティミートソース+サラダ
o ω ちらしずし+清汗
0 凶サンドイ ツチ
閥きしみ+野菜煮つけ+消汁
倒焼豚+サラダ+スープ
帥さつま汁+酢和え
第1表 調理法別 件 数
実態調査の献立 代表的献立 選定献立
調理方法
件数 | % 件数 | % 件数 | % 
煮 物 147 17.1 7 14.5 8 17.1 
焼 物 141 16.4 5 10.4 7 14.9 
t易 物 61 7.1 3 6.3 3 6.4 
-2e1q-E - 物 14 1.6 1 2.0 1 2.1 
妙 物 48 5.6 4 8.3 3 6.4 
生 物 107 12.4 6 12.5 6 12.7 
Fト 物 1回 21. 3 10 20.8 10 21. 3 
和 え 物 126 14.6 10 20.8 7 14.9 
そ の {也 34 3.9 2 4.2 2 4.3 
計 861 48 47 
( 13 ) 
主菜を調理法別に分け代表的な献立
をあげると第10表のようになる。 な
お手の乙む調理作業を要するものに
O印をつけた。
代表的な献立を検討するために，
主菜のみならず副菜についても調理
方法別に分け，前I;Iの調査住戸2週
間分の献立例と比較すると第11表に
示すようになる。調理方法別の百分
比を較べると，煮物 ・焼物 ・和え物
の項で差がでている。乙の24聴の代
表的献立のうち鍋料理のように台所
が直接的に用いられないものを省き
また頻度の少かったものを省いて17
種の献立を選定した。乙れを第12表
i乙示す。前と同様に選定した献立を
調理法別に分け検討すると (第11表
に付記)，その百分比は調査例に略
々近似する。
3. 実厳結果
調理作業中，作業者の個性によ
って作業面積が異ってくる乙と
があるので，次のように細部に
ついての約束を決めた。
a) 流しについて :i)土のつい
た野菜は先づ流しにじかに置く
i)すぐ洗はない器具は，小物
を除いて洗桶に入れずに旅しlζ
i泣く ，i i)器具類の積み重ねは
作業に差支えのない程度とし，
油物は重ねない。
b) 調理台について:i)切った
112表 選定献立
住 居学
材料等をすぐに鍋守iζ入れない思合は一時ポール
ザJレ等iζ入れておく ， i)器具は調理台の奥行き
- 52ー
?
???
、??
??
? 》
??????
?
?
???
????
内 容
煮魚+妙めキャベツ甘酢和え+味噌た
いか，里芋煮つけ+酢和え+干魚
ロー ル，キャベツ+野菜煮込+酢和え
カレーライス+野菜サラダ
塩焼魚+野菜煮つけ+味噌汁
ムニエル+野菜ソテー +かきjpt十
ハンパ グー+野菜煮込+生キャベツ
天ぷら+どま和え+大級おろし
カツレツ+粉ふき芋+生キャベツ+味噌汗
コロ ッケ+生キャベツ+スープ
茶碗むし+芋甘黙+どま和え
八宝菜+中恕風和えもの
さつま汁+卵焼き+おひたし
オムレツ+野菜サラダ+スープ
炊き乙み飯+清汁+大根おろし
ちらしずし+清汁
さしみ+燐なす+清汁
。
。 ，. 
l 
|  。 ~~ 
3 
3 υ 
' 
I--J 
〉トーーTi
i上ig，;::4 
句立問
篇3図 調理台使用巾の変動
〈たさとみ飯+すまし汁+大根おろし)
を充分利用し，流し側より無理なく並べていく。
c) コンロ台について:加熱のためだけに使用す
るものとし， 鍋のふた，調味料等は調理台iζ一時
置きする。
調理作業の MotionStudyの記録より調理台
の使用面積(この論文の場合は使用巾)の時間的
変化を求める。第3図~第10図に選定献立につい
ての8実験例を示す。 乙乙』ζ破線で函かれている
ものは，主菜のみの単品調理の例である。組合わ
せ献立と単品の場合を比較すると， 例外的に単
品の場合の方が最大使用巾が大になる乙とがある
が，一般には組合わせの場合が使用巾も使用時間
も大になるのは当然であろう。
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114図 調理台使用巾の変動
〈ハンパーグ+生キャベツ+野菜煮込み)
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第7図 調理台使用巾の変動
(八宝菜+中務和え物)
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第10囲 網迎合使用 巾の変動
(ちらしずし+すまし汁)
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選定会献立について使用巾を使用時間別について集計すると(図は省く)，使用巾4∞m前後とωo
鵬前後にピークが見られる。前者はまな板(小)によって決定される寸法で，後者はザJレ，ポー ノレ，
鍋が3つ並べられた状態，あるいはまな板(小)の績にそれらの1つが置かれた状態である。ただし
乙れは調理台巾が6∞闘であればよいという乙とではなく ，選定献立16種中11種までが610..850..の
使用巾を必要とし
そのうち4種につ
いては使用時間の
最大値が乙の聞に
入っている乙とに
なっている。
別に標準調理穏
具を選定する資料
として，選定17献
立の調理作業中に
用いた品目と，そ
の品目が使われた
献立数を第11図に
示す。
またそれらの調
理器具の使い勝手
から考えた収納位
置を決定する資料
選定献立の調理笑験における寝具使用状態
第13表 作業台に最初に置かれる度数
器 兵 名 流し台掬現台|コンロ|
l台 君号 具 名
両手ナベ(や22 ) 4 1 j~ . ， ト (小〉
片手ナベ(や20 ) 1 1 す り 鉢
片手ナベ (O20浅) 1 1 1 ま な 板(大〉
片手ナベ(や20深) 2 ま な 板(小)
片手ナベ(や16 ) 8 4 油 カ ン
片手ナベ〈や14 ) 5 1 包 丁(万能〉
フライノマン 5 包丁(ペテナイフ)
中華ナベ 5 包 丁〈出匁)
魚焼き器 3 玉じゃくし 1
もち あみ 1 網じゃ くし
蒸 し 器 l フライ返し(角)
卵焼き 5 フライ返し(扇)
ザ Jレ(盆ゃ30) 4 泡立て器
ザ Jレ(盆1，624) 1 6 おろし金
ザ Jレ(丸や20) 11 し ゃ もじ (丸)
ザ Jレ(丸や18) 2 2 し ゃ も じ(角)
ザ Jレ(丸1，616) 5 4 レ ユノ ギ
ポ ー Jレ ( O24) 2 ゴムベラ
ポ ー ル ( O20) 2 11 計量カップ
ポ ー ル(t，618) 6 15 計量Eスプーン
ポ ー ル〈や14) 6 17 弁 当 箱
j~ ツ ト(大) 1 油 ひ き
( 18 ) 
流し台調理台l'Zロンロ
7 
3 
2 3 
5 16 
2 3 
2 25 
14 
4 
7 1 
4 1 
1 3 
1 5 
1 
2 
5 
3 
4 
1 
12 4 
18 
4 
3 
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として，金調理作業中最初に置かれた作業台がど乙であるかを品目別に度数として第13図に示す。
4. 適正面積規模
調理実験の結果より，各献立の調理における故大使用巾と最大使用時閣の使用巾を求めると第12図
のようになる。 ζれより調理台の推奨規模は奥行550として巾 8∞， 主主小限度は6∞である。
平型流しの寸法は，乙れも奥行550として，洗い桶と最大径になる け
'" .，。叫鴨
==ニー !iFz，;-~ーー圏一ー・E・
申 '10'凪
中町O明
申(oq<ll
事。 60 70 10 ・0
7言z瑚究1泊台4使吏H附lけ巾1(岬_lf昂引1何-イ他主 C印n1廿} 矧i穆嬰釣匂製T符i'5目5引t川m 可''11叫
イ且L梓"ιそ忌h 惇 耳珍i大刻イ重切刷時巾' 嘗 子示和主μ~ ，、穣縁入川'リ叶1I許F陪6伽，路~l叢~&阻筒匝伽l倫I川q.才同孟帯私
-第 12 図 第四国 平型旅し適正規模の検討
中撃なベとが疏しにおかれる内法寸法 680聞と考えてよい。しかし調理実験中に出現した例では第13
図に示すようなものがあった。乙の内まな板(大)を洗う協会は洗い桶の上まで用いてもよいので然
巴国
4) 視すると，使用巾は内法 7∞掘調
中&0;<1' 匿田中川 あれば充分という乙とになる。
コンロ台の寸法は，}.lIJlC炊飯
2) ち}
回 問中山 岡市〈日 器を用いる場合2口で充分であるから，第14図のような組合わ
図
G) せについて検討すればよい。図同何日ゆ 63帽 中 1)および 2)のケースは実験
中出現せず，3)のケースが lat
第14図 家庭用レンヂ適正規模の験J;t だけあった。従って一般にはi:J!
( 19 ) 
-5$一
周巾が6∞mあれば充分である。
百 台所作業台の適正高
1. 実験の概要
本実験については本教室発表文献⑪1[，フノレ ・レポ トー に近い内容で公表している。乙乙では要約
して内容を示す。
住!苦学
調理台 ・流し台 ・コ ンロ台(レンヂ)上面等は台所の構成上同一高さになる乙とが望ましい。乙れ
は視覚的なデザイン上の乙とと，調理作業中の物の移動を容易にする作業能率上の乙とに理由があ
る。前章の実験によっても調理台に対する作業が1悉時間を多く要する乙とが明らかであるので，調
理台iζ対する適正高さを求める実験を計画した。
台所作業台の適正高さを論じた文献を整理し検討すると次のようになる。
a) 単に経験的にえた結果を示しているか，またはその根拠を示していないもの。はω (17)
b) 作業者の主観を指標として，その身長と適正高さの関係を示したもの。 (18)・<19】.(20) 
c) 作業が定量的にあたえられていないが，作業者のエネルギ一代訟の測定をお乙なっているも
の。 (21).(22)パ23】
d) 作業は定量的にあたえられているが，人体の寸法と作業台の適正高さの関係を明確に示してい
ないもの。 <2ω.(25) 
以上の文献よりえた調理台の適正高さ例を第15図iζ一括して示す。それらが混乱している乙とが第
15図よりよく伺われる。
作業台高は700，800， 900， 1，∞O鵬とし，片手鍋(〆140，
h=82_，把手の長さ 105o，重量250g)をききj院を中心とし
て作業台上で4秒1往復として50c棋の水平移動<26'をお乙なう
作業をとった。また鍋には 1kgの重さになるように錘を入れ
た。なお被験者は20才前後の健康な女子4名である。
実験は筋電計によるもの，体重の前傾 ・後傾を測定する動歪
計によるもの，および呼気分析によるエネルギ一代謝測定によ
るものである。 それら各実験の摘要をのベる。
( i ) 筋屯計による測定は各部位の筋屯の加算が理論的にできないから，乙乙では体位が前傾，後
??
???
??
?
?
" ， . 凶; .'ko lIOI!i 
.<ー 守 柑.，，)，事長 同 . ‘ 
第15図 諸文献による台所業作台の
適正高サ
傾するのを防ぐために働く筋肉のうち下腿三頭筋のヒラメ筋と大腿四頭筋の内側広筋をえらび測定
しTこ。
(ii ) 動歪計の温度補償用ゲージを利用してバランスメーターとして用いた。体重心の前後移動は
2枚の鋼板(120x6∞x 6)を， 初Oo間隔においた山形鋼のエッデ部で支えて並列させ，その上
に被験者をたたせて実験した。
(ii) エネルギ一代謝の測定は DouglasBag を用いて採取したl呼気を，労形式小型呼気分析器
を使用して定量した。分析は20CC土0.3の恒温室内でおこない安定した精度の高い測定値をえた。
( 20 ) 
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2. 実験結果
1) 筋電計による測定結果 :一一一名の被験者を除いては測定は成功しなかった。ζれは体の前後
傾を抑制する筋肉が絶えず1つのものに集中しないように生体内で自動制御がお乙なわれている乙と
を示している。(測定値を略す)。
2) 動歪計による測定結果 :一一作業台の高低によって体重心が前後lζ移動する乙とは明確につか
めるが，測定が安定しない乙とと正常位の体重心位置が決定しにくい乙とから適正高さを求める乙と
はできなかった (iWJ定値を略す)。
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第16図 作業台高サとエネルギー代謝率
3) エネルギ一代謝の測定結果 :一一作業台の高さと
エネルギ一代謝率の関係を第16図に示す。乙乙iと問題
になるのは代謝率が最低になる附近で2次曲線的に変
化をしていないものがある乙とで，台高をもっと細分
すべきであった。
，00 
3. 作業台の適正高さ
人体を一つのリンク装置と考え，足から肩の関節(
x)，肩の関節からj腕の関節 (y)，腕の関節から手首
の関節 (z)までの寸法をとり， 適正高さを Hとし，
a， b， c， dを夫々の寸法等にかかる常数とすれば， 高
さ関係のみを求める l次元のリンク装置
第14表 被験者適正高さ諸元
被験者 |身長 |悶 xl上腕yl下腕 zl実験HI(2)式Hは，
H =ax-by-cz-d 
???
N 162.5 132.引 33.6 24.1 87.0. 85.0.5 
Y 1開.4 129.0. 31.8 23.5 84.0. 83.0.3 
K 154.2 126.0. 31.3 お.5 81.3 81.46 
M 151.0. 121.8 30.7 22.1 76.0. 76.96 
繰返えし作業を各被験者の最低代議率
の作業台でお乙なわしめ，写真撮影によ
ってa，b， c， dを決定すれば次式のよう
l乙なる。
H =1. OX-O. 9y-O.lz-15. 0 (Unit in cm) (2) 
今被験者の寸法より(2)式をもって計算した値と測定値を比較すると全員が誤差 1.2%の範聞におさ
まる。多考のため被験者の各部寸法等を第14表に示す。けれなお(2)式は人間工学会等で人体の各部プ
ロポーション等の統計資料が，確率もあわせ発表される段階には簡易化される可能性を有している。
V 標準食著書・間理器具等の決定と，その収納
1. 標準食鶴 ・調理器具等の決定
先づ牒準というのはどのような国民階陪についての際都であるかという問題が提起されよう。本論
文で生活調査の対象としたのは，都市または都市近郊のホワイ ト・カラー屈である。しかしこ乙iζ説
( 21 ) 
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明するまでもなく，吾国の産業構造は急速に第1次産業から第2次産業!L，更に第3次産業に移行し
ている。したがってホワイト ・カラー屈とブルー ・カラー屈とは増々生活様式が接近し，国民の巾広
い中間階層を形成してゆくものと考えられるのである。故iζ現在のホワイト ・カラ一層の生活様式の
動向を見極める ζとは，ある程度将来の国民の標準的な階層の生活綴式にアプローチできるのではな
かろうか。乙のような意味で，本論文の表題では敢て対象とする国民階層について言及していないの
である。
また，たとえ対象となる国民階層が規定されたとしても，その階屈に対する標準の生活様式一一本
槍文では食生活様式の一部ともいうべきものを主題にしているーーを決定するのはむつかしい。しか
し序論にのべたように標準化する乙とに社会的要諦があるならば，学問的な厳密さに欠けるとしても
次善のものと考えられる方法で追求せざるをえないのである。本論文では標準食器 ・調理器具等の決
定に当って，先づ都市ホワイト ・カラ一層の住戸を対象として，それらの所有状態と使用状態を調べ
(第1表，第2表，第3表，第4表，第5表，第6表，第7表，第8表，第9表)，それらの寸法の
分布を参考ーにして仮に標準食器 ・調理器具等を定め，更に選定した17種の献立に実際iζ使用して関盟
実験をおこない，上述の調理器具について検討をお乙なった。また実際lζ仮定した器具のみを使用
しているモニターに日々の生活よりの意見を聞き，根郡食器 ・調理器具等を決定した。
標準食器を第15表i乙示し，標準調理器具を第16表に示す。また調味料 ・香辛料 ・乾物 ・その他の食
品についても第17表にその標準を示す。標幣食穏の選定にあたっては，使用の実態より和 ・洋食器の
別をつけていなし、。また使用食器 ・認理器具等の実態より適正寸法を求め，各表tζ附記した。これは
日本人の平均寸法が考慮されている。なお食器個数の決定iと当つては一応現在の商習慣も考慮した。
以上に決定した根準食器(第15表)および綴準調理器具(第16表)等については他に比較資料がな
い。また同表備考欄iζ付記した数字は夫々の器具についての最低量である。乙れはホワイト ・カラ一
回の場合は新婚時の必要量を示すと同時に，現在のブルー・カラー腐の標準に近似するものと考え
る。 ζの標準は，婦人の友社編「家庭生活の朝昼タ」に記載されている新婚向きの標準と相当よく一
致している。従って公営住宅の台所についても，乙の厳低基準の食器 ・調理器具は納収できなければ
ならない。
2. t票準食様・間理棒具等の収納
前項に決定した似i$lJ食器 ・調理器具等の収納について考察する。先づこれら全部が収納されること
を原則とする。一般には収納を体積として論じているが，とれでは台所の器具等を対象とする場合は
設計にむすびつき難い。乙乙ではそれらを使用額度 ・使用目的 ・使い勝手等によってグループ別けを
試み，各グループ毎に収納空間を求めた。なお収納にあたっては，出し入れの際の手の入る巾の余裕
を見る乙と，他の品目を移動させずに出し入れできるとと，積み重ねは安定している程度に止める乙
と等を考慮している。またナぺ類のように収納のパターンが違ったものがある場合は両方を検討し
Tこ。
それらの収納クツレープと作業台との位置的関係は前章の実験を通じて求めた(例 :13表参照)。
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rJ 百t摂第 15表
ヨ5・t施法す量
???
(6) 
(6) 
ふたつき
2穏ともだ円でも，ゃ2601ぐらいの丸iFtmt
とだ同議阻でも良い。(1)
(6) 
(8) 
魚用lIl.さしみ皿等としても使う
}ω) 
(6) 
(6) 
少し深みのあるもので，コップ受皿等と
しても使う
(6) 
(6) 
(6) 
果物，菓子等のための盛かど
¥ (1) 
(1) 
(1) 
(1) 
(1) 
のとりもの入 (2--3) 
h6側
h 
や20畑
判S~
や16c旗
争14C1J1
や10CI
や15C11
OS---9C11 (おX22C11
33x2Oc・
O19掴
φ19C11 h 4 CI
19x 12C11 
争1601
食卓用
(6) 
(6) 
(1) 
O1401 
骨10c・
れ儒
3つmね
13 x 13 x 25C11 
O18c:・
O14舗
や2001
骨12
10 
10 
2程12
1 
1 
2務12
1 
1 
1 
6 
2種12
6 
6 
2 
2種12
6-
6 
2種12
2種12
2種12
2種12
12 
12 
12 
12 
6 
6 
12 
1 
1 
6 
1 
6 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
2---3 
硫
碗
み
須
ト
腕
(大)
(中)
11 (小)
中 鉢
小
井鉢
茶碗蒸鉢
盛皿
大皿
深皿(大)
だ円血
中皿
紅茶碗受皿l
深皿(小)
小皿
特小皿
ナイフ (食事用〉
フォーク( 11 ) 
スプーン( 11 ) 
ナイフ(果物用〉
フォ ー ク( 11 ) 
ティ ー スプーン
ノマタ ーナ イフ
菓子鉢
菓子取皿
盛かど
茶托
ふたもの
しょうゆ入
ソ ース 入
極 入
さとう入
ミルク入
バタ ー 入
r: ンケ ー ス
プラスチックふた物
ガラス食器E
盛 鉢
小
中皿
ふたもの
コ ップ
数自
の
???
ロロ
?????????
11 
サラダポールその他として使う
?ぃ ??????
? ? ? ?? ??? ?? ????? ? ?
? ??
O20CI 
rt10CI 
O1401 
10xl0x13 
?
???
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考備業n法 ・種寸畳数自ロロ
???
?
1 
5 
r{ 
. J、
??
手
手
両
片
(1) 
(1) 
(1) 
底の直径が上部より小さくなるので，でき
れば大小2個(や24c測とO18c寓)備えたい。(1)
妙め物，油物用 (1) 
(1) 
(1) 
魚以外の物を焼く時
浅ナベ
シチュウ周
ミJレクワカシ
1 
1 
飯~
イノf ン
炊
フ
世30c閣
2 lと3l 
??
??
??
??
???
?
??????
7 
覇基 ナ
カ
燐
チア
キ ナ
:ン
??
?
??
?
???
一辺22co
や24co
O22co 
角型の場合
丸型 。
プラスチック製品の中には，
熱湯lζ弱いものがある。
(3) 
プラスチック製の中1:は，
熱湯iζ弱いものがある。
金属製のものは，火にかける
ととも出来る。 (2)
???
ウラゴシ兼用
???
????
(2) 
(1) 
(2) 
(2) 
(2) 
???
???
盆ザJレ大や30c曙
が小や24...26c冒
丸ザJレ大 や20co
H 小<l>16c圃
O24co 
O20co 
O18co 
<1>16舗
や14C1l
1. 36X23C1l 
2. 15x27舗
や22C1l
O20...2公冨
や22CIJ
大 45x24編
小 30x18C1l
万能(ヤナギ)ペテ，出刃
長，短
寸法を逃える
???
??
?、
、 ?
??
?
?
??
?? ?
??
?
??
?
?
?
?
」 ?
?
?
?
1 
4 
き
Jレ
焼Ys 
ザ
5 
3 
??
??
??
?
や24C1l(hllω) 
1. O20ClI (hl0ca) 
2. O20ClI浅 (Jz6C1l)
3. l8CIJ深 (h15ca)
4. ゃ18C1l(1 9 c圃〉
5. 世12--14c圃(h9ca)
自動炊飯器 1.8e炊
ゅ22.，
)v 
ト
????
、J
リパ
フ Jレ
製 ナ
な
ポ
ノマ
????
妙め物用とその他
1本は続理専用
3 
3...4 
3 
1 
1 
2 
1 
1 
1'"-'2 
3 
1 
1 
包 丁
サイパシ
玉ジャ夕、ン
穴アキ玉ジャクシ
網ジ ャクシ
フラ イ 返シ
オ ロシ 金
アワ立テ 務
茶 コシ
γ ャモジ
巻ス
レン ギ
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(2) 
冷蔵廊，貯蔵用
(1) 
ガスの場合はガス管共 (1)
???
(8) 
(1) 
設備による(1)
(1) 
(1) 
(1) 
(1) 
(1) 
(1) 
???
~34捕
食器，器具，流し用
200cx:. 
45x26Cl1 
(2) 
その他予備が必要(3)
? ?
?
? ?
?
?
??
?
??
?
?
?
??
??
?
? ?
食器用，台フキ周
コムベラ
絵ヌキ， 缶切
ジヨ ー コ
ハカリ
計量カップ
骨，.:盈スプ ー ン
カツオカキ
弁当箱
プラスチック?dl号
盆
卒上 コ ソロ
ミキサ
ト ー スター
マ ホ ー ポッ ト
洗イ オケ
洗 イカゴ
タワシ類
タワシ入
ゴ ミ入
コーナ一周ゴミ入
ピン 洗 イ
洗 剤
フキン
菓子用具
冷蔵庫 120立 (1，100立)1 
その他の食品呑辛料，標準調味料，
そ の他
調味料(1)と同じく，少量，部理台周り
ICiaく。
さ分量大き自
塩，砂糖，笹油(2)酢，油，酒(又は
みりん)味噌，ケチャップ，マヨネ
ーズ，バター，
砂結，轡油(2)，酢，ソー ス，ntJ缶2
(揚物，サラダ泊)古納入
胡阪，カレー紛.辛子，わさび，
その他(1)
化学調味料
パン粉，カタクリ粉，主主干，かつお
ぶし，ζんぷ，
メリケン粉(2)，しいたけ，のり，
ζんぷ，わかめ，章夫，高野豆腐，
麺(マカロニ，そうめん)干物，
(魚類)
ロuロ
11 
2 
5 
10 
8 
5 
(2) 
???
(2) 
料
料
物
味
ヨF
調
呑
乾
ゃ24摺
φ 7~12a1 
19，5∞c・3=15.6kg=4人家族の15自分
(1日2回)
常備食品総(千，ラッキヨ等)を含む。
?
??
????
その他の食品
1 漬物
2 缶詰
3 米
4 野
5 常
乙れらは食卓に出すもので，食器棚附
近tζ収納
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根~，繋菜
茶缶4 ， びん詰 5 ， 調味料5~6
???
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!$17図にナベ類の収納(旅し台，調理台まわり)，第18凶iζ告1ものナベ類(レンヂまわり)，第19
図lζポーJレ・ザJレ類(流し台，調理台まわり)，第20図にナベ類の使用頻度の低いものとパッ ト，盆
ザJレ等(流し台，調理台まわり)，第21図にヤカン ・油缶等(レンヂまわり)，第22図iζスリパチ ・
粉フルイ (調理台まわり)，第23図に卓上コンロ・陶製ナベ等〈配膳台，食器棚まわり)，第24図に
炊飯器 ・トー スター・ミキサー ・魔法ピン等(配膳台まわり)，第25図に盆類 (配膳台まわり)，第
26図と第27図に小物調理器具 (作業台まわり)を示した。なお下記の小物調理器具等は収納が容易で
あるので収納位置のみにつ いて のぺる。
ァ!:;o
笠宮a
44司1
lTl  
430 ~一一一- 2:10 一ー一→
第17図 鍋潔i の収納
-魚焼器 ・モチアミ一一レンヂまわり
・まな板一一流し台または調理台まわり
.包丁ー一流し台 ・調理台まわり
.菓子用兵 (4∞×おOx1∞ )一一配膳台まわり
( 26 ) 
c，:to 
f，J.僑・前原 ・北浦・下河内 ・上林 :台所標準化le関する基礎的研究
2. 9手ナぺ・フライバン・タマプヤキ
72." 
ド~爽ヒグ~1.
JfX.舎内位童 レンジ志わリ
3. ;tマーJL-.ザJレ
。
??
???
??
」
670 
|¥ノ¥八ノ|li
司王納4主霊 iえしち・調主空会事わリ
第18図 油物鍋類の収納
750 
第19図 ポ ー ル， ザ Jレ類 の収納
( zl ) 
一回一
?
? ? ? ? ? ?
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38o---~ 
7150 
.洗いオケ ・洗いカゴ ・隅ゴミ入一一流し台
下
.タワシ ・洗剤 ・ピン洗い一一流し台まわり
.フキンー一流し台上(リネン同様収納も必
要)
・弁当箱 ・プラスチックス容器一一冷蔵庫ま
わり
.ゴミ入一一流し台下
300 
t肩20図 使用頻度の低い鍋類とパット，盆，ザJレの収納
6.スリパチ・粉フルイ
s.ヤカン.;!D!fi・ d;d!入
1Jl*内位置 レンジ.まわリ
第21図ヤ カン，油缶の収納
( 28 ) 
以納位置 調理8
9.わ1)
第22図 スリパチ， 粉フル
イの収納
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7.卓よコン0・陶製ナペ
810 
fa 、1
柑 H居、 11120
4l J1 
陶製ナぺは 食卓T・4佼F脅するため .fJ:. 
コンロk美l工使用するごU41うるからー錆
司グルーアに入れた
収納4主霊 配桜台;X~‘1;).食器棚孟わリ
.23図 卓上コ ンロ，陶$!鍋の収納
470 
1825図 盆類の収納
730 
第24図 炊飯器， トー スター， ミキサ ，ー 魔法ピンの収納
( 29 ) 
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第26図 小物調理器具の収納
01 
♀l 
1?20 
第27図 小物調理器具の収納 . ・ー ー . -一一・d
「
?
???
???
?
」
同様lζ食器について，第28図iζ皿類，第29
図に鉢 ・碗類，第30図iζ茶器類，第31図にガ
ラス食器類とナイ フ・フォ ーク類(引出しで
深さ的"-'50)，第32図に食卓用調味料 ・食品
等，第33図に調理用調味料 ・小出し調味料，
および乾物の一部，第34図および第35図に貯
蔵食品類とハカリの収納例を示した。
乙れら標準食器 ・調理器具等の収納につい
て，実際tζ設計する場合，どのように収納空
間を構成し，配列するかは，台所の規模・型
式等を考えあわせて設計者が自分のかj意によ
って決定すべき問題である。
??
?
?
?
?
」
?
?
?
/~S'o 
5_Jc 9害毒曹昌1i
事会食a.tf>で最大崎実行を
~'・.f t拘切-.JØL~
:oJ，奥行Eわ・j止:lィ
2oO"""t決えし 契行lま
す'，\-t -えt ~/，
岳山~合同あさ 掃事.使用自由ーからa級官ーづ岬
収納7・)1.- 7・tL.た.手JllL t~恥るにさ，て 9号待u
12枚'fh'tみたじろ 10c<It前後司 1.，~にかJ 充分
滅的~~きで あ，たので 12枚重料亭l! t.I~ .
綱 のあさ持決え1:事，.t:t ~...~舟科き 仰を殺み重#>1:ュ
;t，! 1=ー吋'，"11忠晴す・恥1t.-*争をみこんで決定μ2・せの鈴~JlI!.婦の収納1:1% 1350" 260 X 1$0....のS.f賓
がぽ容であ? 金1:.内 収納1:4>た~ll;t -勺同4網忙 なるt~.1..た同"
噌れ喧乱の 収納グルヴ・両容積算えに あ '(1孟 争
第28図 皿類の収納
( 30 ) 
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i 中 毒事 H 持毒事 1 
1 中14cm / ¥ ゆISc尻 /
/-0。ー
θ81 
eG|l 
墨胃号!?
草書みEをねたa寺円高さ、 イ支綱目的.~ずら
これら鉢業貴重吹知グ'Ir.-70とした.
2ω四抗というおきは 鉢売買L~賞与量Eねた惑さ 1:.
一つめ7耳元'/:i!"5寺内余持を見込んで決定した.
-tの鈴采 1000汽 260 l( 20017WI.の若手手;fぷ・
2ズ奏である.
第29図 鉢類， 磁類の収納
??
?
?
?? ????
?
??
?
???
，?
????
?
?
?
?
??
??
?
?
?
?
? ??
?
?
? ??
??
書官30図 茶器類の収納
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守。
0)0011 
OOOOI! 
GuCDlJ 
R-閏ハ OGB
ず手足-t.主 唱え鈎 7ち1--7・1:1.て
傘"ーヲ1:曇Eめる， せの鯵，.攻例.. 
t.Vl' '100>( 260 1( 150町客様が必要
ナイ7. 7~・ヲ 憲司Fの岐納重厚手"~して
あ圏内線g ものが柚・.. ;怒さは4-5
C崎..Jftllである.;:賓‘.~Iおし:専tl，;(
主S十辛料ぱ;..t思・う.
ニれらの1l!1: ナ7・キン チー
フ勺I-?ロλ苓昔 4k.約する容積が
・ぶ~である
第31図
z 80。
主1:食孝周の調ロ耕ヰ、 常備食品 (ぴんついめ ジャム類)
茶類を一つの収納ゲ}レー 7・にした.
その結果 、これらの収納l三時 800X 260x 200瓜汎
の容積が必要である
第"32図 食 卓 用 調味料 食品の収納
( 32 ) 
開閉!
-71ー舟橋・前原・北浦・下河内 ・上林:台所標準化iζ関する基礎的研究
回
小出し調味料，香辛料
40() 480 
800 080001 
0800080 r @位量 ( 1 . 2.) 
調理台. レンチ・ に 近 ~\Plr
1. 
l 
'51 U--~~.竺Lt::tI竺lffitt
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官 台所標準化に関するモデュール的倹討
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1， 台所に周うべき2つの標準数とその問題点
M 18表 建築モデュ Jーレ寸法 (J1 S， A-0001) .. 
10 1∞ 1似)() 1∞ 35 お0 35∞ 
1080 袋詰日 ぉ∞
1120 375 3750 
120 1筑)() 40 4∞ 4は)Q
125 1おO 4320 
135 1おO 45 450 45∞ 
140 14∞ 480 48∞ 
1440 50 5∞ 50ω 
15 1印 ぉ∞ 540 M∞ 
1的 1叙)() 目。 ぉ∞
175 17回 57印
180 1以)() 伺 創)() 6似)()
1920 640 臼00
20 200 2000 675 6750 
21印 70 7ω 7∞o 
225 2250 720 7200 
240 24∞ 75 7印 75∞ 
25 250 ぉ∞ 80 8∞ 8似)()
270 27∞ お40
280 ぉω 875 87印
機械生産の合理化をはかるため
に生産技術面では，戦前の JES
(日本原怒規絡)により早くから
桜単数 Moduleを定めてきた。
乙れは戦後に JIS(日本工業規絡
)として発展的lζ再整備され，肢
準数も改訂を加え JISZ部01と
なり，広く技術的に利用されてき
ている ζ とは言及するまでもな
い。ーブi，建築技術においても，
前にのべたように生産の合理化と
工業化を押し進める上lζ牒準数の
設定が要求され，1962年には JIS
Aα>01として制定された(第18
表多照)。
以上2つの原準数の性絡は，前
者が所詞Jレナ-Jレ数を採用し等比
級数的であるのに対し，後者は1
2， 3， 4， 5， 6， 7を基数として2倍列，3倍列，5倍列の数列を等比級数的考慮と10進法的よ
お却 90 筑)() 気削
300 次削 %。 %∞ 
30 320 
みが自由になるようにして組立てられたものである。すなわち後者には等差級数的機序が基本になっ
ているのは，1;IJりつけ等の建笑技術上特有の要求をみたすためである。そして お回以下はns-zと
併用しうるとしている。
台所に関しでも ζのように2つの公認の Module系が存在するが，乙乙iζ問題となるのは台所計
画上どの部分にどちらの系を用うべきかという ことと，また乙れらの集った Module系の迷続をど
う扱うべきかという乙とである。先の問題では台所という建築空間内法にあたうべきものは JISA 
系であり，一般の食器 ・調理器具には JISz系である乙とは論ずるまでもない。
台所キャビネッ ト一一調理台，流し台，レンデ台，補助台等一ーと食器棚とは直接台所の空間規岐
につながるから，当然A系の Moduleを用うべきであるが，それらの内部は収納空間をもつからZ
系の Moduleによって決定さるべきものと考える。 また台所段器のうち， 冷蔵庫 ・皿洗機等は上A
の取付け家具と同様な空間の占有状態を示すから同級な原理によって決定さるべきであろう。炊飯器
・トー スター ・所，mミキサー ・4上コンロ等の比絞的大型の調理俊器は元米収納さるべきものである
から，その外法 ・内法・録品等全部Z系で決定すべきものである。以上の関係、を第四表にまとめて示
( 35 ) 
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す。乙の原則に従うと台所作業台の高さはA .19表 生活機~モデュ ー Jレ
系とすべきであるのに，NIζのべたように使 生活相良器 モデュ ー ル
い勝手からいうと人体寸法にもとづかなけれ i)収納器具 内法 J 15 
z-8印1
ばならず，第18表では適当な数値が不足して
外法 J15 AーαlO1
i)敏収納器具 (内法
J 15 z-8E均1)
いる。すなわち作業台 ・概の高さ等の決定は 外法 J 15 z-8印1
例外的にZ系で扱はざるをえない。 ui)その他の緩器 〈内法 J 15 
z-絢 1)
盆草 JI5 A αーlO1
2. .準食器・園理骨量具の毛デュール的倹討
前項でのべた問題の後者を含め，前章で先に決定した標準食器 ・調理器具(第15.16，17表)の寸法
につきモデュール的検討をお乙なう。乙れらには JISZ筋01を採用し， 1 ~10胞においては R10，
1ル~1∞聞においてはR20， 1∞~1飢)()聞においては R40を用いるのを原則と した。先に決定した寸法
第 20表 怨司直食 gl}の~単寸法
忠目 |数量 l直径I高サ，厚サ 考 |品目|拙lJ径24サ|儲 考
飯 1 56110 果物ナイフ 6 1ω 
汁 日 8 H フォ ーク 6 150 
話量 たて長型 ティー 12 130 スプーン
12 日本茶用 バター 2 1叩ナイフ
1tt 須 1 紅茶用 暗・ピzユヲプ茸一ー，ン 1組 250 
ポ ッ ト 1 1種は ~子 1 笈)() 63 
紅茶碗 2種 コーヒ一周でもよ 菓子取 6 140 20 b、
12 三つ重ね一組 かど 1 笈)() 40 
2 71 茶 6 125 1 
たもの 1 125 1251 |三つ重ね
マンケース 1 13Ox2!苅 130 
ゆ 111118
プラスチッ2...3 l 残りもの入クふたもの
小 2種 18 サトウ 2 
特小 6 1 101 ~18 ミルク 1 
フタ付 6 I 90! 7]25 茶慎重まし周 ソース 1 
~ .D1I 2 1375 x 250J 251 10 だ円議よ皿をい しょうゆ 1 I )食卓淘-~~190として 1 も
化学調味料 1 
魚皿， fl1Dlでもよ イタ ー入 1 b、
警E
(ガラス
食f6)ー ヨ1 6 
〈量蹴 ル入 しても使え
る
コ 7 プ112
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に最も近い数値を乙の標準数より求め，寸法を改訂して第30表に標準食器の寸法を，第21表に標準調
理器具@寸法を示す。ただし第20表に 「厚サJとあるのは，第37図に示すように食器等を重ねる場合
のl個当りの「厚サJピッチをいう。
以上決定した食器 ・調理器具の収納には，出し入れに手の入る余裕(横方向，縦方向とも指の厚み
より Z椋準数16捌をとる)を見込み，手を入れる余裕を見込む必要のない場合もそれらが触れ合わな
いよう10..の余裕をとった。たとえば収納器具の外形巾が JISA系でA，績に並べる各器具の巾を
Zi，手の入る余裕をα(=16基準)とすると，
n 
A = L; Zi + (n + 1)α+2β (3) 
n=l 
乙乙lζβは収納器具の見付けの厚きで，調整すべき寸法は βの1部と各αに分配される。
以上の説明のため第36図を示す。また高さ方向では，収納器具の構造上の寸法及び棚の段数等を考
慮に入れなけ
ればならない
ので，1段の
内法寸法H'
を基準として
食器 (1個の
高さ h，積み
!←一 A A; 似訓勾抱仏外~~ぅ~.
t..・2柄;持lVi?刈版噴出約七
α ;宇伺~~
β;れ材171宅寸.
J 
zz剖 守l1HI)CX.112 
z. ~% z. 1同
門門門トオ
0< OC QC 
n = 1 ; 
重ねの l個当り厚さ (p)の収納寸法をあたえる (28)。
第36図 主主ぺた時の汁ζ げ'
n > 1 : H' = 
乙乙1乙5は手
の入る厚さ(
16..)と， A
系の収納器具
外法寸法より
中板を含んだ
構造上の寸法
を差引いたも
のに，調整の
iIζげす法」
?????
17: ~鈎ω勾ィ.
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第37図 積み重ねによる・ICげ・
を段数で割ったものを加減したものである。一段の内法寸法についての説明を第37図に示す。
いま先に決定した桜岩手食器の鉢類のみを再アレンヂすると第38図のようになる。ただしとの場合は
( 38 ) 
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⑧⑧雪雪雪曽野g
|てノ55再再辱55甫」
第38図孟標準食器配置例 〈鉢類)
宮町0;. 1. .• t" 事~.. 内法寸法のみを示し，2つの
オF~~ '224 ~jt ‘~~-{-f-
Module系の調整をお乙なっていな
⑥ い。また大皿類について食器戸棚外法寸法がA系1，20111X 320鵬であた
えられたときのアレンヂ例を第39図
し Iゐ。 ぺ~1. '200 に示す。各寸法の端告別ζ示された数
第'39図 食器戸棚標準設計例 儲 (30，45)は調整のための nζげ
寸法」を含んでいる。今後も標準食器 ・調理器具について，グループ別lζ乙のような収納例を求めて
ゆきたい。
VI 食鶴・調理鰭具の所有量を支配する未分析要素の追求
1. 生活観・住居観と生活・往生活の対応
生活観やその一部である住居観が生活や往生活に影響をあたえる ζ とは当然考えられる 乙とであ
る。京都大学西山卯三教授の研究室や本住居学教室では早くから乙のととK注目し， ζれらを議文lζ
とり上げてきた。(291しかし住居混あるいは住意識といわれる概念に明確な定義づけをしないで常用
されてきたきらいがあるので，最近iζ至って吾々はζれらの用語の再整震をお乙ない位置づけをおζ
なっている(301。いまそれらの諸概念の位置づけを第40図にまとめて示す。 乙れを簡単に説明する。
社会階層，生活経歴，個性等が吾々の人生観・生活観を形成する。いま諸々の生活現象をチェックボ
ードとして，それに対応する生活意議をとれば，ζれより演持して生活鰻を求めるととができる。す
なわち「観JViewはある程度持続的な包括的観念を示しているのに対し， r意識JConsciousness 
は一般に心的な働きかけに対する直接の知識 ・認識等を示す概念で，そのあらわれ方の違いは「観J
K支配されるものと考えた。
生活観の一部として住居鰻を考えれば，乙れらは各家族の人間関係のパターンを決定し，家族構成
型 ・家族の生活時間型(主として総業lζ支配される)とともに，未だ住宅という場κ支配されない家
族生活のパターンを形成するであろう。乙れに対応して間取りのプリンシプJレができ，建築をめぐる
(39 ) 
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緒々の社会的 ・物質的条件に応じて，ある特定家悠i乙;巡した住宅を設計する ζとができる。また住宅
と，そこにお乙なわれる往生活に対応して住株式・イ主要求 ・住意見等がうまれ，それらが新しい居住
経歴となり住居観を更新してゆくものであると考えることができる。
第40図 往生波， 住宅の型展開
2. 食接・調理穏具の所有・使用状態と食生活観
前項に示した展開において，生活観の一部として食生活観をとらえるととができょう。しかし乙 ζ
では食生活についての窓識調査によって食生活観をとる乙とを次の段階の研究とし，食生活に対する
興味を調理の専門書の所有と香辛料の所有種類数等より求め，食器・調理器具の所有状態と使用状態
との関連より食生活観を分析する CIの調査対象を利用)。
先づ食器・調理器具の所有量(所有個数と種類数)を知るために，第22表に個数として和風の00，
鉢類，洋風の皿，鉢類，ガラス食器，プラスチック食器について各住戸別に示し，あわせて調理器具
品目数と食器品目数を示した。以上より所有量の大小を5段階iζランク分けをお乙ない，同表iζ附記
した。乙乙iζ質的に問題とすべきことは，皿 ・鉢類の所有について和食器・洋食器の比率状態であっ
て，極端に和食器の所有量が大きい場合は保守的な食生活観を示しているものといえよう。次iζ同表
に，1還問の調理作業で用いられた品目数(小ものは省く)と，1週間の食事に用いられた食器の品
目数を集計した。乙れを同様に5段階i乙ランク分けして示す。終lζ料理専門書の所有数(ただし食物
・栄養の専門家については示さない)， 香辛料の所有品目数を同表に附記する。食生活に対する興味
の極度を5段階にランク分けするのには，調理学校に通った経験， 日常の調理iζ関する雑誌、・新聞 ・
テレビ等の利用等についての質問を通じての調査員の主観と，前記の所有数・所有品目数にもとづい
てお乙なった。
いま食生活観のパターン分けを下記のようにおζなう，
A. 超越型一一修道者ゃある種の学者・芸術家にあらわれる型で，食器 ・調理器具の所有も使用も
少しまた食生活iζ対する関心もうすいと考ーえられる。
B. 享楽型一一食生活を楽しみ，客を招いて御馳走をするのが好きな型で，食器 ・調理器具の所有
も使用も多く，また食生活iζ対する関心が高い。
C. 向上型一一生活の向上を希い，食生活の合理化を目指している型で，食器 ・調理器具の所有は
( 40 ) 
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1122表 食生活観，バターン分けの試み
住戸番号 12345 6789ro llullM ~wvmwæn~~~~~v 
和E・鉢 Sき数 22 45 95 ~ U 49 44 V 104 79 51 51 80 36 34 77 a 18 26 14 31 30 30 39 56 a V 
所 洋血・鉢総数 ~n~~D45W22æ%mææWæ~6llæ~n~w~æ34~ 
手I
ガラス食器総数 w~u æ7n~36 MæW 8~M~W0 672UWU~~VM 
プラスチγクj総数 5 2 460 3 0 14 41 0 5 7 4 15 7 6 13 6 1 6 2 3 6 16 I 8 2 8 
状 以 上 総計 8411臼199554lli 92126142192 92 92 208 73 8215232 36 67 a 67 79 74 134122 73104 
態 調理家具品回数 77~~~Ø 54~56~~~~~æ~~ Mæ~ü~hl ~~~æn 
食器品回数 3939印 4241 52 42 45 42 47 41 a 51 41 40 47 a 39 35 a 46 43 42 44回 4242
所有ランク_gIJ 11I IJVIIIIIIII III¥'VNVI¥IIIIII 
調理器具使用品目数 32 -31 æ 幻 ~2634n30vvæ30æ~ææ~~wææ~~~n
食器E使用品目数 25 - 1918 26 ~ 11 V ~ 21 ~ ~ a a ~ 21 14 17 1820 21 32 ~ 2117 1934 
使用ランク別 1-1 111 V 1 1 1 1 1 1 1 1 JVV V JVJV JV 1 1 JVV JVI 
料理専門舎所有数 3 U 12 7 I 0 1 00 10 8 9 7 3 4 12 0 4 3 3 4 15 0専専 8
香辛料所有品目数 8 9 109 10 7 5 U 4 12 10~ 14 1 9 9 6 7 4 5 7 1012 9 8 9 ~
食生活iζ対する興味 1IIIIJVlfIYIIIIIIIVIYJVIYIVIIIIII 
食生活観パターン C C B'C C E E'C 0 B'D'C B'C C D'F F E F E C C E'C C B' (0) (0) {問 (c) (0) 包) (C) (c) 
相当多く ，使用も多い。また食生活iζ対する関心が相当高い。
D. 保守型一一接客用の和食器を多く所有するか， 和食穏を洋食4l~1ζ比して極端に多く所有してい
る地主的な型で，食器 ・調理器具の使用品目数は中程度以下，典型的には食生活iζ対する関心も日
くない。
E. 楽天型一一食生活iζ対する興味はあまりなく，したがって食恭 ・調理掠具の使用品目は少く，
一般には人並みの所有をしているという型である。ブルー ・カラ一階届iζ多い型であるといえよ
つ。
F. 無意欲型一一食器 ・悶理禄具の所有が極端に少く，また使用も少い。食生活tζ対する興味も殆
んどもっていない型である。 ζれを極端にすると所調没落階層の型lζ近いものになる。なおと乙に
用いた3つの指標のみではA型との区別がつかない。
以上の食生活観のパターンを調査対象住戸に適用せしめた結果を第22表lζ附記する。表中ダッシュ
をつけたものは，各パターンiζ準ずるもので，他の型への指向を( )をつけて示す。表より向上型
は約半数を占めホワイト ・カラ一応の代表的な型である乙とが解る。楽天型とそれに準じるものは27
件中5件であるが，乙れは将来に向上型や保守型iζ移行する乙とが考えられる。写楽型に幣じるもの
は'l:1件中4件であるが向上型からの移行が考えられるので将来は届が厚くなるものと考えられる。
また保守型と無意欲型(超越型を含む)は'l:1件中各々3件を占めている。
とのように食生活観の型分けによっても食器 ・調理器具の所有量の推測と，その間にある法'p'IJ性を
見出しうるととを示した。 51続いて食生活意識から直接的に食生活観を求め，それが食器 ・調理器具
( 41 ) 
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の所有状態を決定する大きい要素であるととを証明し， 台所の設計資料として利用できる乙とを期し
ている。
結 論
1 本諸交の成果
1. 標準食器・調理器具の設定とその収納
ロシア革命の初期において，家庭が分解.し自由結婚が認められる乙とを理想とする考えもあった。
また家庭における食生活も共同化され社会化されるのが理想であるという考えは，より広く流布され
ていた。しかし USSRILおいて現在i乙至るまで政策的には健全な家庭を育成する乙とに努力してき
たのが実事である。また職場や社会施設・教育施設においては完全な給食がお乙なわれているが，一
方家庭における食生活も霊被されている ζとは，流通している消費物資を見ても，あるいは同国で発
行される雑誌類を見ても明らかである。
イスラエJレのキプツや中国の人民公社においては共同食事が常態とされているようであるが，乙れ
は建国の基礎をかためる時期の特殊な一時的な形態ではなかろうか(人民公社においては自宅炊事を
望むものには材料のみを配給する制度をとっているそうである)。また食品の工業化や調理のインス
タン 卜化が一番進んでいるといわれる USAにおいても，主婦が何種類ものソースやノマイがつくれる
ととを誇りとし，またつくる ζとを学んでいるというのが実態である。 乙れらの乙とは家庭を維持す
る上iζ調理が知何K精神的に有効な営みになっているかを示すものであろう。したがって吾固におい
ても調理の多様化と食生活が豊富になる傾向は増々強くなってゆくものと想定される。
住宅施策の現状において，また将来計蘭において，食生活の現状とその発展の方向を把鐘しない限
り，非効率的投資lζ止まり，また非現実的な空論にならざるをえない。本論文では先づ食生活をささ
える食紫 ・調理器具等について，国民の中間階層に適用しうる標準を設定した(第15，16， 17表)。
乙の標準は他の文献に示されたものよりは多種類・多数になっているが，所有の実態iζ基くものであ
り，検討を加えて実態より余分なものを整理している。また食器において和食器 ・洋食器の区別をし
なかったのは，使用の実態にもとづいた。なお標準食器 ・調理器具等を掲げた表の備考欄に，最低の
種類と個数を鮒記した。乙れは新婚当初の世帯-や最低の施策住宅の設計iζ役立てうるものと考える。
設定した標準食器 ・ 調理器具 ・ 貯慈食品等の収納例を器兵類等のク勺レープ別iζ第 17~35図に示し
た。一般に収納については容積で示されているが，本論文では台所設計lζ役立てやすくする目的で，
棚等の収納器具aの奥行をあたえ，高さ ・巾等を示した。ζれには使い勝手等が考慮されている。以上
のうち調味料・香辛料 ・乾物・その他食品等のついての標準とその収納については，吾国では殆んど
比較文献がない。
2. 台所作業台の適正寸法
台所作業台の適正寸法を求める乙とは，住宅の部品の工業化に役立つだけではなく，適正な台所規
模を求める上lζ必要である。本論文では台所作業台のうち，調理台 ・平型流し ・レンヂをとり，先づ
それらの適正面積規模を求めた。実験には実態調査と文献より17緩の典型的な献立を設定し，実際lζ
( 42 ) 
舟綴・前原・北浦・下河内・上林:台所標準化tζ関する基礎的研究 - 81ー
調理実験をおとない，その間における調理器具 ・調味料等の移動を動作研究と間稼な方法で時間的に
求めた。以上の結果，調理台の寸法は奥行を 1IS規格の550..とする場合，巾政)()..が推奨値となっ
た(最小限度は鋭)()...)。また平型読しは，調理台と同様に奥行550...とする場合，巾7∞闘が推奨錨
となる。レンデは，別lζ炊飯器を用いている場合は2口で充分であり，推奨値は巾6∞固となる。
とれら作来台の適正高さについては， JISでは800闘が援用されているけれども，当然人体寸法に
よるべきものと考え二，三の実験をお乙なった。実験中エネルギ一代謝測定によるものが有効な測定
結果を示し，各被験者の最適作業台における実験の動作分析ーより実験式を求めた。今作業台の適正高
さをH (cm)とし，肩関節までの高さをX，上腕の長さをlI，下腕手首までの長さをzとすると，
H=1.0x-0.9l1-0.1z-15.0 (Unit in cm) 
本式は人聞の身体各部の長さが，身長lζ比例するという仮定があたえられれば身長のみを基準とし
た簡易化がお乙なえる。しかし現在までに ζのような仮定が確事的に成立するという資料は与えられ
ていない。
3. 標準食緩 ・調理器具等の寸法のf標準数
住宅の工業化，プレファプ化を計るためには標準数 Moduleの採用が必須条件となる。現在吾固に
は一般工業iζ用いられる 1ISz系のモデエールと，建築に周うべき JISA 系の2つの異った系列
のものが制定されている。本論文では先づ取付け家具的な線撲をもっ台所の収納器具について，また
冷蔵庫 ・皿洗機等の収納用生活機器について，外法寸法はA系で，内法寸法はZ系であたえらるべき
ととを説いた。両系の調整は収納器具の犠進上からできる余裕寸法(第36図の βに含まれる)と手の
先が被収納器具lζ入る余裕寸法 (16益準，第36図のりとに分配するものとする。高さ方向に対して
も問機の原則によって調整にげをとる。
上述のように収納の原則をたて，被収納器具の寸法iζZ系の領海i数をとり，先に設定した標準食器
・調理恭兵の寸法を改訂した(第15，16， 17表)。なお標準数を採用した収納の例として，食器の1
部の場合を図示(第39図)した。
4. 食器・ 蘭理務異の所有置を支配する未分析要素
中間階筋の住戸を対象とすれば，住戸のもつ食器 ・調理器具の所有品(種類と個数)は家族数，収
入，職業，家族の年代等に殆んど支配されず，台所の規模 ・設備および未分析要素に支配されるとと
は本治Iでのベた。
乙の未分桁要素は生活観につながる食生活観といえるものであろうと推測し，それらがどのような
要素に支配されて形成され，また住宅(台所)の設計とどのように関連するのであるかを第40図lζ示
した。
本諭では食恭 ・調理署具の所有状態と使用状態，食生活iζ対する主闘の関心の程度一一乙れは香辛
料の所有種類と調理専門書の所有数等から求めたーーから食生活観のパターン分けを試みた。すなわ
ち乙のようなパターン分けが，食生活意識を求めるととによって直接えられる乙とになれば，それは
食器 ・調理器具の所有量を決定する重要な要素となり，台所の設計に役立たせる乙とができるという
見通しの上にたっている。
( 43 ) 
- 82一 住居 学
食生活観を次の6つに分けた。すなわちA.超越型"B.享楽型，C.向上型，D.保守型，E. 
楽天型，F.無意欲型である。 乙の内，中間階屈に最も多いのは向上型であり約半数， 次いで楽天型
(5/27) ，享楽型 (4/27)，保守型 (3/27)，無意欲型 (3/27)の願となった (数字は件数
)。ただし本調査の場合は無意欲型と超越型の区別がつかない。
I ヨド2貧交の問題点と今後の発展
1. 標準食器・掴理穏具の選定について
本論iζも述べたように， 乙乙では中間階層の腰、単としているが，ブルー ・カラー層以下についても
資料が必要である。また約四年前からの所有食器 ・調理器具の資料があり，それらの所有状態の変動
はある程度つかめるけれども，今後の動向をとらえるためには引続き調査を続行せねばならない。た
とえば，本論文に示した調査の時期以後に，尿素樹脂系の容器(商品名 TapperWare)が特殊な流
通方法をとって普及した。その使用状態をある主婦の団体員について調ペてみたが，その殆んどが冷
蔵庫用の貯蔵容擦として用いられている乙とが分った。 したがって乙れらは冷蔵庫に収納される附属
品として考える乙ともできるので，本論文の標準を改行するととはおζなわなかった。また別に調理
用ミキサ ，ー 魚焼器，電気鍋，最近には電子レンデ等の所謂電化器具，ガス器具等が売り出されてい
る。 ζれらについては一般家庭にどのように定着するかを見極めなければ，標準の器具として決定す
る乙とはできない。
吾々の教室では現在も乙れらの所有状態について調査をお乙なっている。したがって今後10年をま
たずして，設定した標準を改行せねばならないものと思う。 しかし標準の設定という乙とには或る程
度規範的な要素が含まれている乙とはやむをえないので，本標準の改訂は慎重にお乙ないたい。
2. 台所作業台の標準化について
本論文で求めた各作業台の平面規模は一応の標準を示すであろう。しかし，たとえば調理準備台文
は水切台，あるいは配膳台等が加わる場合，又は流しが平型より深型のダブル・シンクになる場合に
は再検討が必要である。
一方作業台の適正高さについては，本研究の成果は妥当な値を示すものと考えられるが，なお適正
日さを求める式の簡易化について検討せねばならない。また適正高さが建築系の J1S制定のModule
数よりは求められないので， との場合の標準数のとり方に問題が残っている。
3. 食椅・調理穏具の標準数的扱いと収納について
食掠 ・調理器具の標準寸法を一般工業に用いられるZ系の標準数より求めた。乙れはそれらの所有
と使用の実態から求めたものであるので，一応日本人の身体的な寸法と関連した合理性をもっている
ものと思う。現在， 食~についてはメ ー カーにおいて寸法的規準がなし単に輸 出規絡が用いら
れるのみであるが，乙れには当然国民にあった寸法的規準が定められるべきであろう。たとえばスプ
ーンは給出規格では，スープ用，菓子用，飲物用，食後のコーヒ用とあるが，臼本人にとっては菓子
用がスープに用いる寸法になり，飲物用が菓子用になっているのが一般である。従って真に吾々が使
い易い寸法を求め，乙れを ns規格としてあたえる必要があろう。乙の点については今後とも吾々
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なお標準数を用いた標準食~ ・ 調理器具の収納については， 台所の設計iζ役立てやすいよう に， 多
くの収納例を作製する必要があろう。
4. 生活観 ・食生活観の解明について
本論文では食器 ・調理器具の所有量を支配する要素として食生活観があるととを示したが，現在吾
々は直接食生活観を決定する方法を研究し， 型分けの作業を進めている。乙の研究を発展せしめ，住
居視をおさえる乙とができたならば，それが住宅の設計までに速がる要采となる乙とは明らかであ
る。乙のようにして住宅計画の方法論的組織化を目指し，将来には各個人にとっても，ある階陪にと
っても，最適の住宅がどのようなものであるかを明らかにし，成るべく屯子計算機を利用して求うえ
られるよう研究を進めたい。
後記
1) 本論文の調査にあたっては，松下電器産業K.K.勤務藤平佳子君，財団法人ベタ ・ー ホーム・
サークル勤務田中節子君，元 K.K. GSデザイン勤務松浦恒子君等の熱心な協力があった乙と
を述べ，謝意を呈する。
2) 本論文作製の原研究lζは，文部省科学研究費 (2回)および松下電器産業株式会社の助成金を
うけた。
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